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【回答（概要）】
 対象となる安全施設を記載していなかったとこから，対象となる安全施設を明確にして記載するため以下を行った。
 安全施設の抽出に当たって，重要度分類審査指針に示される安全機能を担保する構築物，系統又は機器を
抽出，次のプロセスで設置許可基準規則で規定されている安全機能との対応，次に，多重性又は多様性及び
独立性，さらに，⾧期にわたる機能要求がある静的機器を抽出するというプロセスによる確認を行った。また，安
全施設についてサポート系を含めた再整理を行い，これまでの抽出結果と相違ないことを確認したので，これらも資
料に付け加えた（まとめ資料別紙1-1，1-2）。

 同様に共用や相互接続についても再整理を行った（まとめ資料別紙2-1）。
 これらも踏まえて，設置変更許可申請本文相当，添付書類に書くべき事項についての見直しを行う等して，資
料構成を見直した。

 このように，安全施設の対象を明確にしたうえで，共用や相互接続についてご指摘事項に対する確認を行った。
 ５ページで共用や相互接続についての回答を説明する。

1１．審査会合指摘事項に対する回答

【指摘事項（2022年10月25日 第1085回審査会合）】
「1.2追加要求事項に対する適合性（手順等を含む）」において、「安全施設（重要安全施
設を除く。）を共用又は相互に接続する場合には、原子炉施設の安全性を損なうことのない設
計とする」の説明として、先行プラントは、対象となる安全施設を記載しているのに対して、泊３の
審査資料では、記載がなく説明が不足している。・・・（中略）・・・以上を踏まえて、基準適合の
説明をする上で十分な審査資料となっていないため、審査資料の構成等を見直し、安全施設の
対象を明確にした上で、共用や相互接続を説明すること。



１．審査会合指摘事項に対する回答（安全施設の抽出）

重要度分類審査指針に示される安全機能を担保する構築物，系統又は機器を抽出し，設置許可
基準規則に照らし合わせた（まとめ資料別紙1-1）
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［12条-別紙1-1-3］

【凡例】
黄色部は前回審査会合資料からの変更点を示す。



１．審査会合指摘事項に対する回答（安全施設の整理）

設置許可基準規則で規定されている安全機能に対して，対象設備の多重性又は多様性及び独立性，⾧期にわた
る機能要求がある静的機器を抽出するというプロセスによる確認をサポート系も含めて整理（まとめ資料別紙1-2）
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［12条-別紙1-2-21］

［12条-別紙1-2-20］
【凡例】
黄色部は前回審査会合資料からの変更点を示す。



１．審査会合指摘事項に対する回答（共用・相互接続の整理）

抽出した構築物，系統又は機器について，共用や相互接続について整理した（まとめ資料別紙2-1）
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［12条-別紙
2-1-6］

【凡例】
黄色部は前回審査会合資料からの変更点を示す。



１．審査会合指摘事項に対する回答（対象となる安全施設の記載）

以下のとおり安全施設の対象を明確化した上で，２以上の発電用原子炉施設間で共用又は
相互に接続している安全施設を整理した。
また，対象となる安全施設及び基準適合性について設置変更許可申請本文相当に記載がな
く説明が不足していたことから，対象となる安全施設及び基準適合性を設置変更許可申請本
文相当に記載することとした。［12条-6,7］

ハ．原子炉本体
ニ．核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設
ホ．原子炉冷却系統施設
ヘ．計測制御系統施設
ト．放射性廃棄物の廃棄施設
チ．放射線管理施設
リ．原子炉格納施設
ヌ．その他発電用原子炉の附属施設
（１）常用電源設備
（２）非常用電源設備

（３）その他の主要な事項
（ⅰ）火災防護設備
（ⅱ）浸水防護設備
（ⅲ）補助ボイラー
（ⅳ）補機駆動用燃料設備

（非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除く。）
（ⅴ）非常用取水設備
（ⅵ）緊急時対策所
（ⅶ）通信連絡設備
（ⅷ）避難通路

□:１，２，３号炉で共用している安全施設
□:１，２号炉と３号炉で相互に接続している安全施設
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１．審査会合指摘事項に対する回答（66kV送電線及び火災感知設備）

【指摘事項（2022年10月25日 第1085回審査会合）】
安全設計方針において、「1.1.1.9共用」では、66kV送電線が記載されており、一方で第33条
（保安電源設備）では、更なる信頼性向上対策としているため、審査資料全体で整合がとれ
ているかを確認すること。
また、同様に、火災感知設備については、原子炉施設間で共用する設備として位置付けることが
適切か明確でない。

【回答】
 66kV送電線について
⇒ 第33条（保安電源設備）において基準適合に必要な設備と見直したことにより，第12
条（安全施設）と整合していることを確認した。

 火災感知設備について
⇒ 次ページに示すとおり，火災防護設備について共用又は相互接続している設備の考え方
を再整理し，火災感知設備は共用設備としないこととした。
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１．審査会合指摘事項に対する回答（火災感知設備）

【回答（続き）】（火災感知設備について）
前回審査会合時点では，１，２号炉に設置し１，２，３号炉共用設備であるベイラ，
雑固体焼却設備及び固体廃棄物貯蔵庫に対する火災防護設備を共用設備として整理して
いた。一方，それらの火災防護設備のうち，新規制基準を受けて設置又は改造したものは，
３号炉の基準適合性審査において１，２号炉との共用設備としない。
具体的な設備として，新規制基準を受けて設置する火災感知設備，ハロゲン化物消火設
備及び二酸化炭素消火設備は共用設備とはせず，すでに１，２号炉で共用している電動
消火ポンプ，エンジン消火ポンプ及びろ過水タンクは前回審査会合時点の整理と同様１，２，
３号炉共用設備とする。［12条-7,15,112,114,116］
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２．まとめ（１／２）

 以下の３項目を実施した上で、基準適合を説明するのに十分な審査資料とするため、
「審査資料の構成等を見直し」及び「安全施設の対象の再整理」を行い、共用や相互
接続の説明を追加した。
 安全施設についての再整理と対象となる安全施設の設置許可本文相当記載の充実
 66kV送電線の扱いについて、第33条（保安電源設備）を含めて審査資料全体で
の整合確認

 火災感知設備の原子炉施設間で共用する設備として位置付けの整理

修正前（2022年10月25日 審査会合資料） 修正後

（g-3）
安全施設（重要安全施設を除く。）を共用又は相互に接続する
場合には，原子炉施設の安全性を損なうことのない設計とする。

（記載なし）

［12条-6］

（g-3）
安全施設（重要安全施設を除く。）を共用又は相互に接続する
場合には，発電用原子炉施設の安全性を損なわない設計とする。
核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち，使用済燃料ピット
（使用済燃料ラックを含む。），キャスクピット，使用済燃料ピッ
トポンプ，使用済燃料ピット冷却器，使用済燃料ピット脱塩塔及
び使用済燃料ピットフィルタは，１号及び２号炉と共用することで，
１号及び２号炉の使用済燃料を３号炉の使用済燃料ピットに貯
蔵することが可能な設計としている。設備容量の範囲内で運用す
ることにより，使用済燃料ピット水浄化冷却設備の冷却能力が不
足しないようにすることで，共用により安全性を損なわない設計とす
る。

［12条-6］

共用又は相互接続している安全施設を明確化した。
記載のなかった設置変更許可申請本文相当に対象とな
る安全施設及び基準適合性を記載した。
（女川と同じ。ただし、具体的な設備名は異なる）
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【凡例】
黄色部は前回審査会合資料からの変更点を示す。



２．まとめ（２／２）

修正前（2022年10月25日 審査会合資料） 修正後

［12条-56］

［12条-112］
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火災防護設備について共用設備の再整理を行い，火
災感知設備，ハロゲン化物消火設備及び二酸化炭
素消火設備は共用設備としないこととした。

修正前（2022年10月25日 審査会合資料） 修正後

（g-3）（続き）

（記載なし）

（g-3）（続き）
使用済燃料ピットクレーン及び燃料取扱棟クレーンは，１号及び
２号炉と共用するが，１号及び２号炉の使用済燃料，輸送容
器等の吊り荷重を考慮した設計とすることで，共用により安全性を
損なわない設計とする。

［12条-6］

「核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設」以外の安全施設につい
ても［12条-6,7］に追加した。

共用又は相互接続している安全施設を明確化した。
記載のなかった設置変更許可申請本文相当に対象とな
る安全施設及び基準適合性を記載した。
（女川と同じ。ただし、具体的な設備名は異なる）

【凡例】
黄色部は前回審査会合資料からの変更点を示す。


